
平成２３年度事業実施計画 

 

１ 会議について 

(1) 第２６回総会 

日程：平成２３年６月１日（水）      

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル広島（広島市中区） 

内容：・ 平成２２年度事業報告・決算報告・会計監査報告 

・ 中国情報通信懇談会会計細則改正(案) 

・ 平成２３年度事業計画案・予算案 

・ 平成２３年度役員選出 

 

(2) 運営委員会 

年２回の開催とし、必要に応じて臨時委員会を開催します。 

ア 第１回運営委員会 

日程：平成２３年７月８日（金） 

会場：中国総合通信局（広島市中区） 

内容：平成２３年度事業の具体的計画 

イ 第２回運営委員会 

日程：平成２４年３月頃 

内容：・ 平成２３年度事業報告・決算報告 

・ 平成２４年度事業計画案・予算案 

ウ 電子メールの活用 

事業推進にあたっては、必要に応じて電子メールを活用し、運営委員のみなさまの意見

が反映されるよう努めます。 

 

２ 会員に対する情報提供について 

(1) ホームページの活用について 

ホームページを積極的に活用することとし、事業の紹介や報告、部会事業の取り組み状況、

ＩＣＴ関連施策情報、入会手続き等を一体的に掲載します。 

また、当会のホームページの課題に対応すべく、昨年度よりＨＰの改修を行ってきています

が、今年度も引き続き、ユーザビリティ等の向上を重点的にホームページの改修を行います。 

 

(2) Ｃ－ＬＩＮＥの発行について 

最新の行政施策等を掲載する速報版「Ｃ－ＬＩＮＥ」を発行し、タイムリーな情報提供に努

めます。 

 

(3) 電子メール等による情報交換 

電子メール等により会員相互間の意見交換及び懇談会事業に対する意見等を把握します。 

また、より速報性の高い情報を発信します。 



３ 事業活動について 

ＩＣＴの普及促進や地域情報化を促進するため、懇談会会員及び広く一般市民を対象として

次の事業を実施します。 

 

(1) ひろしま IT 総合展 2011 EXPO Hiroshima, IT's a solution. 

ＩＴ分野の様々な先端技術や魅力的サービスを多くの人々に紹介し、ＩＴ技術の提供者サイ

ドとＩＴ利用者サイドとの接点と活発な商談機会を提供し広島地域の経済活性化に寄与する目

的で開催します。 

開催日 平成２３年１０月２６日(水)～２８日(金)（３日間） 

  会 場 【展示・セミナー】広島県立広島産業会館西展示場 

      【基調講演・セミナー】広島市南区民文化センター(広島産業文化センター） 

  テーマ ＩＣＴで生活がかわる！ 未来がかわる！ 

主 催 ひろしま IT 総合展 2011 広島実行委員会 

    広島県/広島市/広島商工会議所/(公財)ひろしま産業振興機構/ 

  中国情報通信懇談会/(社)広島県情報産業協会 

 

(2) ＪＧＮ－Ｘフォーラム（仮称） 

本フォーラムは、今年度より運用を開始したＪＧＮ－Ｘ（※）を利用した研究開発のほか、

地域で取り組むＩＣＴ関連の研究開発に係る報告、成果発表などについて講演などを通じて広

く紹介し、地域における研究開発の活性化を図ることを目的に開催します。 

開催日 未定（２～３月頃開催予定） 

会 場 未定 

主 催 中国超高速ネットワーク連絡協議会、中国総合通信局、中国情報通信懇談会を予定。 

   ※ＪＧＮ－Ｘは、独立行政法人情報通信研究機構が、これまでのＪＧＮ２ｐｌｕｓに代わり

平成２３年４月より運用を開始した研究開発テストベッドネットワーク（実験網）で、現在の

ネットワークが抱えるセキュリティ、エネルギー消費等の課題を解決するための新世代ネット

ワークのシステム基盤技術を確立することを目的としている。 

 

(3) 部会事業 

次のとおり、部会によるフォーラムやセミナー等を開催します。 

各部会の事業計画（案）は別添のとおりです。 

ア 地域情報化・コンテンツ部会    （別添１のとおり） 

イ 電波利用促進部会   （別添２のとおり） 

ウ 放送部会    （別添３のとおり） 

  エ 電波の日・情報通信月間推進部会  （別添４のとおり） 

 

(4) 支援事業 

中国地域におけるＩＣＴの普及促進や地域情報化の促進に寄与すると認められる活動に対し

て支援を行います。 

支援事業は、各県等が主体的に企画・実施するセミナーや研修会、会員が企画する事業等に

参画し、経費の一部の援助や講師の派遣など運営面で支援を行うものです。 



支援の申込みは、随時受け付け、内容の審査を行った上で支援措置を決定します。（別添資料：

支援事業実施要綱参照） 

なお、実施報告の提出があった支援事業については、次のとおりです。 

・「非常通信セミナー」                    

・「公共交通利用促進に向けた情報技術の利用に関するセミナー」 

 

(5) 情報通信月間参加行事 

  情報通信月間（平成２３年５月１５日～６月１５日）中の取り組みとして、講演会等に部会

事業、支援事業及び後援事業として、以下の６事業へ参加しています。 

・「非常通信セミナー」                     

・｢電波利用促進フォーラム’11.05｣               

    ・「公共交通利用促進に向けた情報技術の利用に関するセミナー」  

    ・｢ユビキタス・フォーラム’11.06｣               

  ・｢ＩＰｖ６セミナー2011」                   

  ・｢自治体フェア 2011｣                     

 

４ 会員拡大について 

懇談会組織をより拡大・整備・発展させるため、懇談会会員の拡大に努めます。 

特に自治体の協力が必要不可欠であることから、未加入の市町村を特別会員として加入促進

に努めます。 

具体的には以下の取り組みを検討・実施します。 

 

(1) 懇談会案内の配布 

懇談会事業として実施する講演会、セミナー等あらゆる機会を捉えて周知広報に努めます。 

 

(2) 講演会、セミナー等実施後アンケートの集約 

懇談会事業にかかわる会員への情報提供の状況把握及び会員外聴講参加者等の状況把握が

図られることから、各種講演会、セミナー等の終了後にアンケート調査を行います。 



別添１ 
 

地域情報化・コンテンツ部会事業計画 
 

１ 幹事会について 

年２回の開催を基本とし、その他、部会長が必要と認めた場合に開催します。 

 

① 第１回幹事会 

日程：平成２３年７月５日 

会場：中国総合通信局第２会議室 

内容：平成２３年度部会活動計画（案）について 等 

② 第２回幹事会 

日程：平成２４年３月（予定） 

場所：中国総合通信局会議室（予定） 

内容：平成２３年度部会活動報告・部会決算報告について 等 

③ その他 

上記のほか、意見照会や臨機の対応のため、電子メールの活用による幹事 

相互間の意見交換などを行い、活動推進に幹事の意見が反映される体制を確 

保します。 

 また、ＩＣＴ利活用促進ワーキンググループにつきましては、年４回程度

開催して第２回幹事会までに最終報告を取りまとめ、平成２４年３月に報告

会を開催します。 

 

２ 会員に対する情報提供について 

（１）ホームページの充実について 

ホームページを積極的に活用し、部会活動の紹介と報告をはじめとしてＩＣＴ 

関連施策を掲載します。 

また、当会のホームページの課題に対応すべく、昨年度より、ＨＰの改修を行

ってきていますが、今年度も引き続き、ユーザビリティ等の向上を重点的にホー

ムページの改修を行います。 

 

（２）速報版「Ｃ－ＬＩＮＥ」の活用について 

懇談会からの講演会開催等のお知らせやＩＣＴ関連施策である総務省の助成 

事業、研究開発事業の応募に関する情報を提供している「Ｃ－ＬＩＮＥ」を活用 

し、部会活動にかかわる情報等を広く会員に情報提供します。 

 

（３）電子メールによる情報提供・情報交換について 

電子メールを活用して、即応性が要求される情報の提供や、会員相互間の意見 



交換及び部会活動に対する意見・要望を受け付けます。 

 

３ 講演会等の開催について 

ＩＣＴの普及促進や地域情報化・コンテンツ流通を促進するため、懇談会会員及

び広く一般市民を対象として次の活動を実施します。 

なお、開催地につきましては、できる限り中国各県での開催を目指します。 

 

（１）自治体フェア２０１１ 

会員である (株)中国サンネットから引き続き協力要請があることを踏まえ、

部会事業として開催します。地域情報化の促進の基盤となる地方自治体にかかわ

るオープンなシステムの構築などについての講演等を行います。（情報通信月間

行事として開催） 

① 日  程  平成２３年７月２０日（水）～２１日（木） 

② 場  所  フコク生命ビル ５階会議室 

③ 対  象  地方公共団体、情報通信関係の企業等 

④ 主  催  中国情報通信懇談会、情報通信月間推進協議会、 

㈱中国サンネット、日本電気㈱ 

⑤ 規  模  １００名程度 

⑥ 内  容  セミナー１ 

    演 題： 「総務省における自治体クラウド推進の取組」 

    講 師： 総務省総合通信基盤局電気通信事業部高度通信網振興課 

課長 小池 裕昭 

 

（２）地域情報化セミナー 

地域情報化の促進を図るため、幅広く中国地域における開催候補地を検討し、

安全安心のためのネットワークづくりやそのネットワークをどう利活用してい

くかなど、地域及び時節に合ったテーマを設定してセミナーを開催します。 

開催にあたっては、他団体の予定するセミナー等との連携も視野に入れて検討

します。 

① 日  程  平成２３年１０月（予定） 

② 場  所  中国管内（広島以外） 

③ 対  象  地方公共団体、情報通信関係の企業、一般 

④ 主  催  中国情報通信懇談会、総務省中国総合通信局（予定）など 

⑤ 規  模  １００名程度 

 

（３）情報セキュリティセミナー 

安心・安全なＩＣＴ社会の実現と豊かなネットワーク社会を形成する一助とす

るため、関係機関との連携によりハード及びソフト面によるセキュリティの現況

分析や課題、今後の展開など幅広い視点からテーマを選定し、地方公共団体の情

報管理担当者や情報通信関係の企業、一般等を対象としたセミナーを開催します。 

① 日  程  平成２４年１月または２月（予定） 



② 場  所  広島市内（予定） 

③ 対  象  主に地方公共団体の情報管理担当者、情報通信関係の企業  

などのセキュリティ担当者等 

④ 主  催  中国情報通信懇談会、総務省中国総合通信局（予定）など 

⑤ 規  模  １００名程度 

 

（４）デジタルコンテンツ関係講演会等 

国や地方公共団体などにおけるコンテンツ流通の促進に向けた取り組みを紹

介するとともに、マルチユースを前提とした放送コンテンツ製作について放送事

業者などのメディアがどのように考えているのか、さらに、ＩＣＴ活用による企

業活動の効率性・創造性の向上に併せ、どのような変化が予想され、情報提供者

側としての競争力向上のための展開はどうなりつつあるのかなど、今後のコンテ

ンツ流通の重要な要素などをテーマとして、放送と通信の融合によるコンテンツ

流通ビジネスの可能性を探る機会となるセミナー等を開催します。 

① 日  程  平成２４年２月（予定） 

② 場  所  中国管内 

③ 対  象  メディア、コンテンツ製作などにかかわる企業の担当者等 

④ 主  催  中国情報通信懇談会、総務省中国総合通信局（予定） 

⑤ 規  模  １００名程度 

 

（５）地域情報化人材養成講座 

地域情報化に関する政策動向、ネットワーク技術の動向、利活用先進事例に関

する講演・発表を通じ、地域情報化の企画・推進を担う自治体職員等の知識・意

識の向上を図り、もって地域情報化の円滑な推進に資することなどを目的として

開催します。 

① 日  程  平成２４年３月（予定） 

② 場  所  中国管内 

③ 対  象  主に中国地方の地方自治体職員をはじめとして、地域情報化     

にかかわる企業の担当者等 

④ 主  催  中国情報通信懇談会、総務省中国総合通信局（予定）など 

⑤ 規  模  １００名程度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＩＣＴ利活用促進ワーキンググループの活動計画 

１ 設置目的について 

資料 地域情報化・コンテンツ部会 ＩＣＴ利活用促進ワーキンググループ  

設置要綱 １ 目的・設置のとおり 

 

２ 調査・検討内容について 

資料 地域情報化・コンテンツ部会 ＩＣＴ利活用促進ワーキンググループ  

設置要綱 ６ 調査・検討内容のとおり 

 

３ 構成員について 

（１）地域情報化・コンテンツ部会幹事会メンバーから座長として参加 

（２）総務省のＩＣＴ利活用に関する事業を取組んでいる自治体及びベンダーの中か

ら選定 

（３）地域での協動の可能性を探る観点からＮＰＯ法人 

（４）その他必要に応じて参加を要請 

 

３ 活動スケジュールについて 

（１） ワーキンググループ設置に向けた取組 

① ７月５日：第 1回部会幹事会で活動計画（案）提案 

② ７月８日：第 1回運営委員会で確認 

 

（２） ワーキンググループ設置後の調査・検討 

① 第１回（平成２３年７月１１日） 

設置要綱、スケジュール等の確認、ニーズ調査内容の検討 

② 第２回（平成２３年９月上旬） 

  具体的な調査・検討項目、集計方法等の確認 

   【平成２３年９月～１０月 ニーズ調査実施、集計】 

③ 第３回（平成２３年１１月中旬） 

  調査結果の中間報告、先進事例の案件の整理 

④ 第４回（平成２４年２月下旬） 

  最終報告（取りまとめ） 

⑤ 報告会の開催（平成２４年３月） 

 

 

 

 

 



資料 

地域情報化・コンテンツ部会 

ＩＣＴ利活用促進ワーキンググループ 設置要綱 

 

１ 目的・設置 

ブロードバンド環境整備については、２０１０年度末までにデジタル・ディバイド解消を掲

げ、これまで自治体を中心に各地域において取り組みが行われ、ほとんどの地域においてブロ

ードバンド環境が整備された。 

こうした中、ＩＣＴは、基盤整備から利活用にシフトし、特に、地域において喫緊課題とな

っている医療、福祉、防災、教育など公共分野での利活用を進めていくことが求められている。 
このため、中国地域におけるＩＣＴ利活用の促進を図ることを目的に、地域のＩＣＴ利活用

のニーズや先進事例を調査・検討するワーキンググループを、地域情報化・コンテンツ部会に、

同部会設置要綱の６（２）に基づき設置する。 

 

２ 名称 

本ワーキンググループは、「中国地域のＩＣＴ利活用促進のための調査検討会」（以下、「利活用Ｗ

Ｇ」という。）と称する。 

 

３ 組織 

座長：１名、座長代理：1名、委員：１５名程度で構成する。 

ただし、座長代理に関しては、座長が運営上、必要とする場合に設けることができる。 

 

４ 職務 

（１）座長は、利活用ＷＧを代表し、活動を統括する。 

（２）座長代理は、座長を補佐するとともに、座長不在時は、その職務を代行する。 

（３）委員は、座長の指示のもと円滑な会議運営に協力する。 

 

５ 招集等 

（１）利活用ＷＧは、座長が招集し、司会・進行を行う。 

（２）座長は、議事に必要と認める者を招致することができる。 

 

６ 調査・検討内容 

① 中国５県の市町村へのニーズ調査 

② 調査結果の分析 

③ 課題解決のための検討 

④ 先進事例の収集 

⑤ その他 

 

７ その他 

本要綱に定めのない事項は、座長が部会幹事会と協議し定める。 

 

附則 平成２３年７月１１日施行 



 

別添２ 
 

電波利用促進部会事業計画 
 

■フォーラム等の開催 

１ 「電波利用促進フォーラム’11.05」      実施済（電波－０１） 

 (1) 日時：５月 26 日(木) 

(2) 場所：岡山国際交流センター ２階 国際会議室 

 (3) 主催：中国総合通信局、岡山県、岡山県高度情報化推進協議会、 

岡山ＩＰｖ６コンソーシアム、中国情報通信懇談会 

 (4) 企画内容：ホワイトスペース活用による地域の活性化に関する講演 

 (5) 備考：平成２３年度情報通信月間参加行事 

２ 「ユビキタス・フォーラム’11.06」      実施済（電波－０２） 

 (1) 日時：６月 17 日（金） 

(2) 場所：広島ＹＭＣＡホール 本館地下 国際文化ホール 

 (3) 主催：中国総合通信局、広島市、中国経済連合会、広島商工会議所、 

中国電子タグ(RFID)利活用研究会、中国情報通信懇談会 

 (4) 企画内容：ユビキタスネット社会に向けた周波数の有効活用等に関する講演 

 (5) 備考：平成２３年度情報通信月間参加行事 

３ 「ユビキタス・フォーラム’11.xx」 

 (1) 日時：第２四半期 

(2) 場所：未定 

 (3) 主催：中国総合通信局、中国情報通信懇談会 ほか 

 (4) 企画内容：ユビキタスネット時代の新たな電波利用政策等に関する講演  

４ 「電子タグ(RFID)利活用研究フォーラム」 

 (1) 日時：第３四半期 

(2) 場所：福山市内 

 (3) 主催：中国総合通信局、中国経済連合会、福山商工会議所、 

中国電子タグ(RFID)利活用研究会、中国情報通信懇談会 

 (4) 企画内容：最近の電子タグ利活用事例等 

５ 「電波利用技術セミナー」 

 (1) 日時：第３四半期 

 (2) 場所：未定 

 (3) 主催：中国総合通信局、中国情報通信懇談会 ほか 

 (4) 企画内容：最新な電波利用技術に関する講演等 

６ 「電波利用セミナー」 

 (1) 日時：第４四半期 

 (2) 場所：未定 

 (3) 主催：中国総合通信局、中国情報通信懇談会 ほか 

 (4) 企画内容：新たな電波利用動向に関する講演等 

 



■その他の活動 

１ 部会登録メンバー等への情報提供等 

 (1) 対象：部会登録メンバー＋事務局関連 

 (2) 手段／回数等：e-mail による同報送信(BCC にて)／適宜 

 (3) 発信者：部会事務局（中国総合通信局 企画調整課） 

        e-mail denpa-bukai@cic-infonet.jp 

 (4) 情報の内容(例) 

・情報通信分野(特に電波関係を中心とした)の公開情報 

・懇談会、関係団体等の行事予定 

２ 広報活動 

  ・ホームページの改善・充実 

・C-LINE 等による懇談会会員への情報提供 

３ 他団体等との連携促進 

 (1) 講演会等の共催 

    自治体や関係団体、地域の経済団体等との共催による連携の輪を拡大 

 (2) 関係団体等主催行事の広報による支援等 

    メールによる情報提供を活用 

４ 幹事会の開催 

 (1) 年間３回開催 

ア 第 1回（４月）：活動計画   メール審議 

イ 第２回（９月）：活動及び予算の中間報告、年度後半の活動計画の具体化 

ウ 第３回（３月）：活動・決算報告、翌年度の活動計画案・予算案・体制案 

 (2) 勉強会の開催（毎回） 

   持ち回り話題提供、並びに意見・情報交流等 

  【担当】(平成２３年度)  稲垣幹事 → 佐々木幹事 

   ※担当(順番)は柔軟に交代可能。 

   ※幹事等交代(異動など)の場合は、後任者が引き継ぐ。 



 

別添３ 
 

放送部会事業計画 
 

１ 目的 

 中国地方における情報通信の普及、発展に資するため、高度な情報通信の基盤構築のひとつで 

あり、国民が高度情報通信技術のメリットを享受できる地上デジタル放送の在り方、今後の動向 

及び放送メディアの健全な推進を図るために、次の２事業を展開する。 

 

２ 部会の構成 

 部会長 ・・・ 広島市立大学 情報科学部 教授 生岩 量久 氏 

 事務局 ・・・ 中国総合通信局 放送部 デジタル放送受信者支援室 

 

３ 活動計画 

 月 日 行 事 名 開催地 備考 番号

１ 秋期 放送講演会 山 口 県

内 

中国総合通信局、中国

受信環境クリーン協議

会と共催 

放送

-01 

２ 通年 地デジ普及促進活動の実施 管 内 各

地 

管内各地で開催するイ

ベント等で一般向けに

地デジの魅力を伝える

こと等地デジ促進活動

を行う。 

 

放送

-02 

 

（内訳） 

 

放送-01 

件名（事業名） 放送講演会 

実施年月日 秋期 

実施場所  

      

 山口県内 

（会場名）未定 

（所在地）未定 

主催者 総務省中国総合通信局、中国受信環境クリーン協議会、 

中国情報通信懇談会 

協賛者  

参加予定数 １００名程度 

実施内容 地上デジタル放送に関する講演を行う予定。 

備考  

 

 

 

 



放送-02 

件名（事業名） 地デジ普及促進活動 

実施年月日 通年 

実施場所  

      

 管内各地（１０カ所程度） 

 

主催者 総務省中国総合通信局、各県テレビ受信者支援センター（デジサポ）、

中国情報通信懇談会 

協賛者（未定） 

 

各地区地上デジタル放送推進協議会、(社)デジタル放送推進協会 

参加予定数 未定 

実施内容 マスコットキャラクターによる地デジＰＲ、地上デジタル放送デモン

ストレーション・展示・ステージイベント、地デジパンフ・チラシの配

布、受信相談他 

備考  

 



別添４ 
 

電波の日・情報通信月間推進部会事業計画 
 

■周知広報 

「平成２３年度情報通信月間」パンフレット等の送付   実施済 

 (1) 日時：平成２３年５月９日(月) 

 (2) 企画内容： 

情報通信月間中にパンフレット等を関係機関へ送付し情報通信月間を 

周知する。 

 

■記念講演会 【情報－０１】 

「情報通信月間表彰者による記念講演会」        実施済 

 (1) 日時：平成２３年７月５日（火） 

(2) 場所：鯉城会館５Ｆ サファイア 

 (3) 主催：中国情報通信懇談会 

(4) 後援：中国総合通信局 

  (5) 企画内容：情報通信月間の表彰を受けられた方々の記念講演会 

 

■その他の活動 

１ 部会登録メンバー等への情報提供等 

 (1) 対象：部会登録メンバー＋事務局関連 

 (2) 手段／回数等：e-mail による同報送信(BCC にて)／適宜 

 (3) 発信者：部会事務局（中国総合通信局 企画広報室） 

        e-mail  gekkan-bukai@cic-infonet.jp 

 (4) 情報の内容(例) 

・活動内容の方針及び意思決定 

・懇談会、関係団体等の行事予定 

２ 広報活動 

  ・ホームページの改善・充実 

・C-LINE 等による懇談会会員への情報提供 

３ 幹事会の開催 

 (1) 年間２回開催 

ア 第 1回（５月）：活動計画 幹事メンバーによるメールによる審議 

イ 第２回（３月）：活動・決算報告、翌年度の活動計画案・予算案・体制案 

 (2) 部会長 

  【部会長】(平成２３年度及び平成２４年度)  広島 FM 松田 弘社長 

   ※参考 部会幹事は、広島 FM 斉藤技術部長が務める。 

   ※幹事等交代(異動など)の場合は、後任者が引き継ぐ。 


